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応援ありがとうございました 

普段何気なく向けられる子どもの笑顔と、クラスの子どもたちの成長を 

感じたその瞬間に、教職員は大きな喜びを感じています。出会ったときはあん

なに小さくて、幼く見えた子が、ふと気がつくとたくましく、自分の考えを話

し、周りの子へも気を配っています。大人と違って、子どもの一年間の成長に

は、目を見張るものがあります。 

私たち教職員は子どもの成長とともに成長しています。保護者の皆様も 

子どもの成長とともに成長されていると思います。子どもを育てたからこそ、

自分は大人になれたと感じたことがあります。振り返ると、子どもが小さいと

きは本当に大変であったと思うけれども、かわいい笑顔とともに過ごした

日々は、人生で一番幸せな時間であったように感じます。この世の華であった

と思います。 

教職員も保護者の皆様も、「子どもがどんどん成長していく小学生という 

一番すてきな時間」をともに過ごしているのだと思います。 

この2年間、白金小学校を応援してくださる人の輪が大きく広がりました。

保護者や地域の方々が、学校を訪問していただく機会も増えてきました。コミ

ュニティー・スクールの学校運営協議会の方々の助言や励ましも、大きな力に

なりました。ありがとうございました。 

学校は子どもを育てる場所ですが、子どもを育てるためには、周りにいる 

おとなが常にコミュニケーションを取り合っていることが大切であると思い

ます。 

職員室では、日々子どものこ

とについて、何をどうしてやっ

たらあの子には良いのか、常に

話し合っています。教職員も保

護者の皆様と、できるだけ心が

通じ合うように、話ができるよ

うに、努力していきたいと思っ

ています。 



人との温かいつながりの中で、私たちの宝物である子どもたちをこれから

も育てていきたいと思います。温かい応援、ありがとうございました。 

 

学校評価の総括表 

保護者・児童・教職員アンケートの結果をもとに、  

領域ごとに「成果」「課題」「改善の方策」にまとめまし

た。これらを学校運営協議会の委員、猪名川中学校長、

猪名川幼稚園長をメンバーとする学校関係者評価委員

の皆様にご覧いただき、「改善の方策」に対する「提言」

をいただきました。 

後日、ホームページで公開いたします。これらをもとにした令和 6 年度  

学校経営方針（学校教育目標）を策定していきます。アップしましたらメール

でお知らせいたします。アンケートへのご協力ありがとうございました。 

 

卒業式の日と入学式の日は 

卒業式の日は 6 年生と 5 年生が登校します。入学式の日は 1 年生と 6 年生

が登校します。その他の学年は、登校せず家庭学習になります。家庭学習の 

内容については各学年から指示をします。よろしくお願いします。 

 

４月の行事予定 

【５月の予定】1日(水)教育相談日Ⅱ、2日(木)教育相談日(予備日)、17日(金)修学旅

行説明会 6年、20日(月)～24日(金)自然学校(奥猪名健康の郷) 

 

 

４月８日（月） 

  ９日（火） 

１１日（木） 

１８日（木） 

 

２３日（火） 

２６日（金） 

３０日（火） 

始業式、着任式 

入学式(6年登校、2∼5年自宅学習) 

給食開始 2∼6年 

給食開始 1年 

全国学力学習状況調査 6年・町学習到達度調査 5年 

授業参観・懇談会(低) 

授業参観・懇談会(高)、自然学校説明会 5年 

教育相談日Ⅰ 



感謝の気持ちを伝える 

先日、行われた 6 年生を送る会の前に、日ごろお世話になっているボラン

ティアの方々への感謝式を行いました。児童の代表者が、感謝の言葉とともに

皆で書いたお手紙を手渡しました。ボランティアの方々からも子どもたちに

温かい言葉をいただきました。 

会の中でも話しましたが、日頃からお世話になっている方々とお会いした

ときに、子どもたちにはもっとしっかりとした挨拶をしてほしいと思います。

挨拶には人への感謝の気持ちも込められています。温かい思いで自分たちに

接していただいている方々の気持ちに気づき、「ありがたい」という感謝の気

持ちを子どもたちに育てていかなければならないと思います。 

地域の方々や保護者の皆様から子どもたちへ注いでいただいている愛情に、

心から感謝の気持ちをお伝えしたいと思います。ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



温かい言葉で 

子どもたちの教育について保護者と相談し、良い教育

方法を模索することは、私たち教職員の本務です。その

ことは、学校改革をはじめ、さまざまな状況の変化があ

ったとしても変わりません。心を開いて子どものために

なる話し合いをしたいと思います。 

ただ、残念なことに時として保護者から教職員にかけ

られる言葉が荒く、暴言と言ってもよいような言葉づか

いでやり取りをされる場合があります。これは明らかなハラスメントであり、

どのような理由があったとしても許されることではないと思います。ご存じ

のとおり、メンタルヘルスに係る病気休暇は過去最高となった令和元年から

高止まりしています。 

教職員にも家族があり、同じくらいの子どもが家で待っている者もいます。

子どもの教育について語ろうとするとき、互いを思いやり、温かい言葉でやり

取りしていきたいと思います。 

 

卒業式の練習 

来週の火曜日が卒業式です。6年生が体育館で式練習をしています。以前に

比べて、式全体の時間、練習の時間も短くなっていますが、シンプルな中にも

きりりとした卒業式になればと思います。 

担任の指導の下、緊張した面持ちで、まじめに練習に取り組んでいます。 

子どもたちに求めたのは、「証書授与で自分の名前を呼ばれたときに、会場に

いるご家族にその声がはっきり聞こえること」です。 

今回から再び 5 年生も参加します。式を通じて、卒業生から最高学年の  

バトンを受け取ってほしいと思っています。心に残る卒業式にしていきたい

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 


